
l

　

●

}

号

J

蔽
難
舞
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号

戟
最
の
分
限
に
税
す
る
手
続
及
び
効
果
に
陥
す
る
条
例
の
約
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
-
敢
丁
点
の
分
限
に
･
掛
す
る
手
続
及
び
効
果
陀
削
す
る
条
例
教
的
た
す
る
こ
と
に
つ
い

ヽ

て
､
1
地
方
日
給
転
　
(
伯
和
二
十
二
毎
i
.
T
I
L
軒
第
六
十
七
号
)
　
舞
九
十
大
貴
宗
i
斑
の
軌
籍
に
ま
わ
､

不
詳
金
の
.
叫
E
.
決
を
求
め
る
O

相
和
松
十
五
年
二
月
十
二
日

l
ニ
妙
町
蘇

常
鷲
葦
弐
月
指
弐
月
寓
棄
可
決

城

　

　

　

出

施

　

　

　

巳

匂
空
羽
鞘

三
朝
町
雷
雲
牧
田
禎
肺
建



第
三
章
　
分
限
･
懲
戒

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例(

如
㌔
約
　
月
　
郡
)

(
こ
の
条
例
の
目
的
)

弗
一
条
　
こ
の
条
例
は
､
地
方
公
務
員
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十

1
号
o
以
下
｢
法
｣
と
い
-
｡
)
第
二
十
八
粂
第
三
項
の
親
定
に
基
づ
き
､
職

員
の
意
に
反
す
る
降
任
､
免
職
及
び
休
職
の
手
続
及
び
効
果
に
関
ー
東
定
す

る
こ
と
を
ヨ
的
と
す
る
｡

(
降
任
免
職
及
び
休
職
の
手
続
)

第
三
集
　
任
命
権
者
は
法
第
二
十
八
条
第
1
項
軍
事
の
裁
定
に
該
当
す
る
も

の
と
し
て
職
員
を
降
任
し
若
し
-
は
免
職
す
る
場
合
又
は
同
条
第
二
項
第
1

号
の
親
短
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
職
員
を
休
職
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

医
嘩
1
人
を
指
定
し
て
'
あ
ら
か
じ
め
診
断
を
行
な
あ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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2
　
職
員
の
悪
に
反
す
る
降
任
若
し
く
は
免
茂
又
は
稚
拙
㍑
の
処
分
は
'
そ
の
旨

を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
職
員
に
交
付
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
体
積
の
効
果
)

第
三
条
　
法
貨
二
十
八
条
絹
二
顎
第
一
号
の
規
淀
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る

休
職
の
期
間
は
､
三
年
を
嘩
見
な
い
範
機
内
に
お
い
て
､
休
養
を
1
n
･
蛍
す
る
程

度
に
応
じ
'
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
任
命
権
者
が
定
め
る
｡

'
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.

れ
は
な
ら
な
い
｡

3
　
法
琴
一
十
八
条
箪
l
項
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
休
職

の
期
間
は
､
当
該
刑
事
事
件
が
裁
判
所
に
係
鼠
す
る
間
と
す
る
0

第
四
条
　
休
職
者
は
'
職
員
こ
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
が
､
職
務
に
従
事
し

な
い
C

2
　
休
職
者
に
は
､
休
職
の
期
間
中
別
に
条
例
で
定
苧
心
も
の
の
ほ
か
'
い
か

な
る
給
与
も
支
給
し
な
い
o

(
こ
の
条
例
の
実
施
に
圃
し
必
要
な
事
項
)

第
五
条
　
こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
､
町
長
が
別
に
窪
め
る
｡

附

　

則

(
施
行
期
日
)

第
五
編
　
公
務
旦
　
(
職
負
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
)

J
I
E
二
　
[



第
五
編
　
公
務
員
　
(
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
規
則
)

1
こ
の
条
例
は
,
鮎
髄
肌
耶
五
m
か
ら
施
写
る
｡

(
　
　
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
)

2
　
　
　
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
(
昭
和

一
人
年
㌶
暫
星
亨
･
雫
｢
旧
条
例
｣
と
い
-
o
)
は
､
廃
止
す
る
e

(
経
過
措
置
)

3
　
こ
の
条
例
施
行
の
際
'
現
に
旧
条
例
の
規
定
に
よ
る
休
職
中
の
職
員
は
'

こ
の
条
例
の
窺
志
に
よ
る
休
職
甲
の
職
員
と
み
な
す
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て

当
該
職
員
の
休
職
の
期
間
は
､
旧
条
例
に
J
1
5
る
休
職
耕
筒
を
引
継
く
も
の
と

す
る
.

二
四
I
二
T
二
E
5
二
二
)

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及

び
効
果
に
関
す
る
規
則(

跳
和
則
群
　
月
　
別
)

(
こ
の
規
則
の
目
的
)

第
一
条
　
こ
の
親
別
は
､
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
飼
す
る
条

例
(
昭
和
　
年
　
　
条
例
第
　
号
o
以
下
｢
条
例
｣
と
い
-
｡
)
第
五

条
の
洗
足
に
基
づ
き
'
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
｡

(
勤
務
実
績
の
良
-
な
い
場
合
の
降
任
又
は
免
戦
)

第
二
集
　
亡
命
権
者
は
､
地
方
公
務
員
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
軍
盲
六
十

言
7
0
以
下
｢
法
｣
と
い
-
o
)
第
二
十
八
粂
第
t
項
第
一
号
の
鑑
定
に
よ
り

職
員
を
降
任
文
は
免
職
す
る
場
合
に
は
､
勤
務
成
続
を
評
定
す
る
に
足
る
と

認
め
ら
れ
る
客
観
的
資
料
を
検
討
す
る
と
共
に
､
そ
の
職
員
を
監
督
す
る
職

に
在
る
者
の
意
見
を
参
し
ゃ
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
適
格
性
の
欠
除
に
よ
る
降
任
又
は
免
職
)

璽
J
兵
　
法
撃
I
+
八
森
鮭
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
降
任
又
は
免
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